
いじめ・不登校対応

令和５年度 臼杵市の重点

①「いじめゼロ」から「いじめ見逃しゼロ」
・チームで組織的に対応 児童生徒を守り通し、スピーディーに、何より優先する
・「臼杵市いじめ防止基本方針」を職員会議等で扱い、未然防止・早期発見・早期解決へ共通理解
をする
・いじめの定義を子どもや保護者、地域へ周知、ポスター掲示等

②「チーム学校」の推進
・チームで組織的に対応する
チーム臼杵とは…管理職のリーダーシップのもと、教職員・専門スタッフが各々の専門性を活か
して連携・分担しチームとして課題解決へ

③地域児童生徒支援コーディネーターの活用
・不登校支援だけでなく、「いじめ・不登校・子どもの貧困等」の課題に対して、
各校の教育相談コーディネーターやSC、SSWと連携して取り組む
SC：スクールカウンセラー SSW：スクールソーシャルワーカー



いじめ対策の基本は いじめゼロ

いじめ見逃しゼロ

小中学生への9年間のいじめ追跡調査

「仲間はずれ、無視、陰口」

された経験がある・・・9割 した経験がある・・・9割

国立教育政策研究所生徒指導・進路指導センター いじめ追跡調査２０１３ー２０１５

いじめはどの学校でもどの子どもにも起こり得る



教育相談コーディネーターの役割

平成３０年度から全ての学校において、SCやSSW等の連絡調整の窓口となる「教育相談コーディネーター」を校務分掌に明確に位

置付けることとなった。

〇教育相談コーディネーターとは・・・

「不登校、いじめ等の未然防止、早期発見のための活動や事案が発生した際は、学校が組織として対応する必要がある。そのため、学校全体の
児童生徒の状況及び支援の状況を一元的に把握し、学校内及び関係機関等との連絡調整、ケース会議の開催等児童生徒の抱える問題の解決に向
けて調整役として活動し、校内の教育相談体制を構築する中心的な役割を担う教職員。【「児童生徒の教育相談の充実について」（文部科学省
平成２９年１月教育相談等に関する調査研究協力者会議より】

〇教育相談コーディネーターの具体的な職務内容

項 目 内 容

１ SC・SSWの周知と相談受付 児童生徒やその保護者に、SC・SSWの周知を図り、相談の受付をする。相談の申
し込みの有無にかかわらず、実情に応じて、コーディネーターが積極的にアプ
ローチする。

２ SC・SSW・関係機関との
連絡調整

児童生徒の抱える問題に応じて、SC及びSSWや関係機関も参画し、学校としての
対応方針をまとめ、効果的な支援が行えるように調整する。SC・SSWの双方の支援
が必要な場合には、学校の窓口として、両者間の調整を行う。

３ 校内対策会議、
ケース会議の開催

校内対策会議の定期的な開催とともに、児童生徒の抱える問題に応じて、学年で
のケース会議、校内全体でのケース会議、関係機関を含めたケース会議などの企
画・運営を行う。

４ 校内研修の実施 SC・SSWの役割や、学校としての活用方針を研修会の場などを利用して、全教職
員で共通理解できるようにする。





チームうすき（チーム学校）

○地域児童生徒支援コーディネーター 拠点校 西中学校 神野 礼子教諭

・臼杵市の小・中学校への訪問による指導・助言 各校月１回のチームカンファレンスの実施
・各学校の「いじめ・不登校対策プラン」の作成・検証・改善・徹底の推進
・各学校のいじめ・不登校対策委員会の活性化の推進
・生徒指導主任会、教育相談コーディネーター研修等へのいじめ・不登校の情報発信
・各校の研修「QU研修」「心のケア専門研修」「人間関係づくりプログラム研修」等への対応
・登校支援員と連携した別室登校生徒への支援

○QU検査の実施と活用
・QU検査…学級集団の状態と個人の学級適応間の状況を分析する調査

今年度小学校６年生と中学校１年生に、年２回実施して、分析、対応・対策

○学校図書館専門員の活用
・不登校、不登校傾向の子どもたちのために、図書館専門員が選書し、貸し出しを行う。

○幼小中一体教育の充実 子どものつながりづくり（未然防止）

・幼小中接続連携、小中乗り入れ授業、小小・小中連携行事、小小合同授業、小６体験入学、
教育支援シート「ほっとりぼん」の活用



子どもたちの悩みや困りにチームで取り組みます

各校の教育相談コー

ディネーター

地域児童生徒支援

コーディネーター
チームうすき

西中学校
神野礼子先生

地域児童生徒支援コーディネター・・・
・自校における「教育相談コーディネーター」の役割を担います
・市町村のいじめ・不登校対策アクションプランに基づき、市町村教育委員
会が定めるいじめ・不登校・貧困等の諸問題の解決に向けた取組を行います。
・域内の小・中学校における教育相談についての校内対策組織の構築や校内会議
の運営に関して。「教育相談コーディネーター」の支援・助言を行います。

つなぎあう

スクールカウンセラー
スクールソーシャルワーカー
スクールロイヤー
特別支援教育相談員
訪問型通級指導員
ちあぽーと：子ども子育て課
教育支援センターきずな

つなぎあう

合言葉「困ったら地域児童生徒支援コーディネーターに相談を！

校内研修で人間関係
づくりプログラムに
ついて説明してくれ
ます。



教育支援センター「きずな」



SC・SSWの活用

スクールカウンセラー(SC)
・問題を抱える児童生徒やその保護者の心理的内面への働きかけ
・心理療法に基づく助言・治療による個人の変容をめざす
・学校内外におけるケース会議における指導・助言
【北ブロック】 加藤香苗SC 【南ブロック】 多田江里SC 【西ブロック】 鎌苅享子SC
【東ブロック】 古屋泰子SC 【野津ブロック】安東優子SC

スクールソーシャルワーカー（SSW）
・問題を抱える児童生徒やその保護者が置かれた環境への働きかけ
・関係機関等とのネットワークの構築、連携・調整
・学校内外におけるケース会議の構築・支援
陶山武尊SSW 吉本寛子SSW 川野壮彦SSW



西中学校に配置



学校（教職員）とスクールカウンセラーとスクールソーシャルワーカーとの違い

学校（教職員） スクールカウンセラー
スクール

ソーシャルワーカー

専門とするもの 教育の専門家 こころの専門家 ネットワークの専門家

基盤とするもの 教育学 心理学 社会福祉学

焦点を当てるも
の

個人・集団の学力・体力
仲間づくりの指導

個人の内面の葛藤 個人の環境の不適合

役割 指導者 治療者 パートナー

機能 指導・助言 助言・治療 助言・関係調整・仲介・代
弁

めざすもの 個人・集団の変容 個人の変容 家族全体の生活の質の向上

技法 学習指導
構成的グループエンカウ
ンター等

心理療法 ソーシャルワーク技法

資格 教員免許 臨床心理士 社会福祉士・保健福祉士





短時間で継続的に行う人間関係づくりプログラムの活用

児童生徒の良好な人間関係を構築し、いじめ・不登校をうまない魅力あ
る学校づくりを推進するため、短時間で継続的に行う「人間関係づくり
プログラム」を実施し、いじめや不登校の未然防止及び学級経営力の向
上に資する。

・実施期間…原則として週1回10分程度（時間の幅はあってよい）

・実施形態…学級単位を基本とし、学年、学校全体での実施も考えられる

・構成的エンカウンターやソーシャルスキルトレーニング


